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　明治 25 年創業。現在の主要銘柄は、
伊賀忍者・服部半蔵にちなんだ「半蔵」
シリーズで展開しています。南部杜

とう

氏
じ

・藤
井久光が昔ながらの手造りで仕込む酒造
りが特長です。原料米は「伊賀産山田錦」
や「伊賀産うこん錦」、三重県が開発した
「神の穂」を積極的に使用して旨

うま

味
み

ある
酒造りをめざしています。「神の穂」シリー

ズは純米大吟醸、特別純米酒、生原酒な
ど幅広いラインナップです。 また昭和時
代の木桶

おけ

を使用した「木桶仕込み純米酒」
を復活し、伝統酒文化を次世代につなげ
たいと取り組んでいます。 酵母も三重県
産酵母を多く使用しており、
地域に根ざし、蔵の風土に合
わせた酒造りに努めています。

　冬の底冷えが厳しい伊賀盆地特有の風土から生み出された「純米
大吟醸 半蔵 神の穂」。恵まれた自然条件を活用し、蔵人一同が心
を一つに酒造りに情熱を注いでいます。原材料の酒米は、三重県農
業研究所の伊賀農業研究室で開発された酒造好適米品種「神の穂（か
みのほ）」。完全予約生産の地元伊賀の契約農家 4軒から購入した
米を 50%まで精米し、昔ながらの手造りで仕込んでいます。味わ
いは柔らかく、香りが爽やかで、おいしいお酒として女性や若者に
も人気です。 純米大吟醸　半蔵　神の穂

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

株式会社 大田酒造
大田　智洋さん
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コラム

　以前、税務関係の所属で勤務していたとき、租税
教室の講師として市内のある小学校の６年生の授業
に出向きました。税の使い道・役割・仕組みなどに
ついての学習の中で、一例として、教科書の裏表紙
の「この教科書は、これからの日本を担う皆さんへ
の期待をこめ、税金によって無償で支給されていま
す。大切に使いましょう。」という一文を挙げ、日
本の義務教育の教科書が税金によって無償で支給さ
れていることを説明しました。
　この「義務教育の教科書の無償化」は、部落解放
運動の成果によるものです。かつて、教科書は有料
で購入するものでしたが、昭和 36年に高知県のあ
る被差別部落の保護者たちが始めた教科書無償化運
動が、全国の部落解放運動へと拡大し、その後、さ
まざまな団体などと連帯した運動の結果、昭和 38
年度から順次「義務教育教科書無償給与制度」が全

国に広まりました。しかし、このことを知っている
人の割合は、令和２年度実施の「人権問題に関する
伊賀市民意識調査」では 41.3％と、決して高くは
ありません。このほか、同じく部落解放運動の成果
である「就職差別の撤廃」「身元調査の規制」につ
いての認知度についても、同様でした。
　一方、同調査では、過去５年間で「行政が同和地
区の人にだけ特別な施策をするのは不公平だ」とい
う話を聞いたことがあると回答した人は 72.8%で
した。その中でも、「そのとおりだと思った」と回
答した人は全体で 29.4%と、ねたみ意識による不
公平感が根強い結果となっています。
　同和対策事業は、部落解放運動が一因となり、国
が部落問題の解決を「国民的課題」として行ったも
のです。部落問題の解決のため、部落解放運動全体
を正しく知り、理解することが必要だと思います。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

私たちに深く関係している部落解放運動　　－寺田市民館－

　昨年 11月から 12 月に開催された FIFA ワール
ドカップでは、日本代表の大活躍に日本中が大いに
盛り上がりました。
　今年は、「FIFA 女子ワールドカップ 2023」が 7
月から８月にかけてオーストラリアとニュージーラ
ンドで開催されます。すでに出場を決めている日本
女子代表（なでしこジャパン）がどんな戦いをして
くれるか、今からワクワクしますね。
　今回は、そんな日本女子サッカー界で活躍してい
る「伊賀 FCくノ一三重」をご紹介します。
　チーム名に「伊賀」が入っているので皆さんお気
づきかと思いますが、ホームタウン（本拠地）は伊
賀市。現在、なでしこリーグ１部（日本女子サッカー

リーグ）に所属し、2021 年は初代チャンピオン、
2022年は第２位と大活躍をしています。また、日
本女子プロサッカーリーグ（WEリーグ）をめざし
て、日々練習に励んでいます。皆さんも伊賀市をホー
ムタウンとして頑張る「伊賀 FCくノ一三重」を一
緒に応援しませんか。
　３月 19日㈰に「2023 プレナスなでしこリーグ
（１部）」が開幕します。ぜひ会場の上野運動公園競
技場へ出かけて応援しましょう。ホームゲームの日
程、チケット購入など詳しくは、伊賀
FCくノ一三重オフィシャルウェブサイ
トをご確認ください。

【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎  22-9635　 ℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

伊賀 FC くノ一三重を応援しよう！！
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